
 
 

＜2018 年３月 13・27 日  No.53-3４・35 合併号＞ 

2520 回例会『東京飛火野ＲＣ合同献血例会』＠高幡不動尊駐車場 

2521 回例会『東京飛火野ＲＣ合同花見例会』＠高幡不動尊 

 

 

献血実施報告 

 200ｍｌ献血 400ｍｌ献血 成分献血 合計 

Ａ型 0 名 12 名 0 名 12 名 

Ｏ型 0 名 12 名 0 名 12 名 

Ｂ型 0 名 10 名 0 名 10 名 

ＡＢ型 1 名 6 名 0 名 7 名 

合計 1 名 40 名 0 名 41 名 

 

参加された皆様 誠にありがとうございました！！ 

出席報告（3 月 13 日分） 

・事前ＭＵ： 西山会員 

日 会員総数 (出席免除数) 出席総数 (免除者出席数) ＭＵ 欠席 出席率 

本日報告（3/13） 35（3） 22（1） 事前 1（0） 10 69.70 % 

前回訂正（3/7） 35（3） 22（1） 3 + 0 8 75.76 % 

前々回訂正（2/27） 35（3） 10（0） （12）+ 0 + 0 11 68.75 % 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京日野ロータリークラブ 

 

2520 回例会（献血例会分） 

2521 回例会（花見例会分） 

于 咏（ウ エイ） 様 2015-18 年度よねやま親善大使 愛知ロータリーＥクラブ創立会員  

松本 啓祐 様 国際ロータリー第 2750 地区多摩南Ｇガバナー補佐 

青木 訓行 様 国際ロータリー第 2750 地区多摩南Ｇグループ幹事 

熊本 誠司 様 国際ロータリー第 2750 地区ＲＬＩ委員長 

渡邊 和夫 様 国際ロータリー第 2750 地区ＲＬＩ副委員長 

田 中  榮 様  東京町田・中ロータリークラブ会長 

下 山  勉 様 東京町田・中ロータリークラブ幹事 

杉田 純一 様 高幡不動尊 貫主 東京日野ロータリークラブ名誉会員 

田嶋 諒一 君 国際ロータリー第 2750 地区ローターアクトクラブ地区代表  

上野 要一 君 国際ロータリー第 2750 地区ローターアクトクラブ次年度地区代表 

金子 裕史 君 東京日野ローターアクトクラブ幹事 

松 野  渉 君 東京日野ローターアクトクラブ 

本 日 の ゲ ス ト 

 

 



 

 

 

 

 

 

本日は合同花見例会にお招きいただき、また桜が満開の

なか、皆様に温かくお迎えいただきとてもうれしく、光栄

に思います。米山記念奨学財団は先日、50 周年の記念式

典が開かれたところです。本日は米山記念奨学事業につい

てお話ししたいと思います。米山記念奨学事業において、

戦後、瓦礫の中で日本を再建しようというときになぜ、敢

えて日本の若者ではなく、海外からの留学生を支援するこ

とにしたのか、そこにはロータリアンとしての夢がありま

した。 

その夢とは「世界平和」です。良いことを行えば必ずそ

れに賛同してくれる人がいる。米山記念奨学事業はまさし

くその理念を体現した事業で今や日本独自の大事業にな

っています。どれくらいの規模かと言いますと、日本では

民間最大の国際奨学事業になっており、今年も早速４月か

ら８００人近くの受け入れを行います。これは皆様の寄付

のおかげで成り立っております。世界 125 か国にわたる

地域への大きな事業となり、この 125 か国の奨学生の皆

さんは肌の色から言語、趣味等様々ですが、日本の優しさ、

心の豊さに共感し、感謝していると信じています。 

米山記念奨学事業は人づくりの事業であり、ロータリー

事業と同様品格が高いものです。貧乏だからではなく、本

当に優秀だから奨学金を与える、最高レベルの教育機関で、

博士号等真剣に学ぶ人たちのためのものです。また、奨学

金をもらうだけではなく、教育機関を卒業した後も学友会

があります。その人達は、日本と世界の架け橋となるよう

な人物となり現在活躍しております。学友会の広がりは大

きく、帰国した後、本国で新しい学友の輪が広がることも

少なくありません。また、学友会の皆さんはその後も色々

な形で”お返し”をしようと考えています。直接日本へお

返しをしているケースは多くはないですが、日本のロータ

リーの活動にならって奉仕活動を行います。また、米山記

念奨学事業への寄付も行います。そして、最終的にはロー

タリアンになることもあります。恩返しの最高の形とは恐

らく、恩返しする人そのものになることなのではないかな

と私は思います。そして、私もロータリークラブと出会い、

私自身もロータリアンになりたいと思いました（実際に私

もロータリアンになることができました）。 

台湾のロータリークラブのことなのですが、例会の公用

語を日本語としています。台湾に居ながら日本語で例会を

行い、日本は第二の故郷という気持ちを共有しているので

しょう。私も彼らを見習って一生涯、米山功労者として生

きる限り米山記念奨学金に寄付し続けます。これが人生の

ミッションであると感じています。自分がロータリアンと

しての楽しみとなったことが世界各国の例会に参加でき

ることです。私は日本だけでなく、海外に行くことが好き

なのですが、必ず現地のロータリークラブの例会の時間を

調べ、連絡をとり、例会に参加させていただき、米山記念

奨学事業のお話をしています。 

私の専攻分野は心理学です。人の心のケアを行う、自閉

症、発達障害、アルコール依存症等諸々のことを学びまし

た。そして、カウンセラーとして働いてきましたが、2016

年、日本に来て 20 年という節目の時、その職を辞めまし

た。理由は仕事が安泰になってきて、本当にこのままでい

いのかと感じたからです。学生時代本当に苦労してきたこ

ともあり、もう一度苦労した方がよい、とある意味変わっ

た考え方で生命保険会社のセールスレディに転職したの

です。日本に来た経緯をお話しします。20 年ほど前、私

は貧乏学生ではありましたが就職して、少し貯金が貯まっ

たころです。元々日本が大好きだったので日本に留学した

いと思うようになりました。しかし、日本で学ぶためには

身元保証人が必要です。そのため、身元保証人も学長で受

け入れてくれる大学を選んだのですが、それでも先んじて

一年間の学費と生活費として 150 万を用意する必要があ

りました。当時の両親の月収は２～３万程度（それでも両

親は知識層でしたので、低いわけではありません）、わが

ままな娘のために借金をしてまで私を送り出してくれま

した。お金がないので飛行機は使えず、船で行きました。

何とか日本に着いた後もお金を貯めるためにバイトを行

いました。バイクでの新聞配達です。実は、当時の中国で

はバイクは富裕層しか乗れなかったため、バイクが乗れた

こと自体を喜んだものです。それでも金銭的、肉体的、精

神的と色々な苦労が堪えなかったです。 

それでも人間にとって苦労することはとても良いこと

だと思います。そうした苦労があったからこそ、またその

苦労を選んだ自分を誇って、今の自分があるのだと強く感

じることができるのです。米山記念奨学事業から毎月 14

万円奨学金をいただきました。当時の学生にすればとても

重要なお金です。アルバイトをしたとして時給 1 千円、

14 万を稼ぐためには 140 時間も必要になるのです。皆

様、140時間をもらえるとしたらどのように感じますか。

卓話講師： 

于 咏（ウ エイ） 様 

・2015-18 年度よねやま親善大使 

愛知ロータリーＥクラブ創立会員 

           ・心理学博士、臨床心理士 

 

 



どれほど多くのことができるでしょうか。趣味もできる、

仕事もできる、夢を描ける。米山記念奨学事業とはそれほ

どの事業ということなのです。 

本日は米山記念奨学事業の一部について紹介した程度

ですが、私はロータリーと出会えて本当に感謝しています。

日本には海外からの留学生は本当にたくさんいて、私はそ

の中の、海辺の砂の中の一粒にしかすぎません。しかし、

ロータリークラブとであい、砂が磨かれ、いつかロータリ

アンの方々のような真珠になることを夢見ています。 

報恩・奉仕・繁栄という言葉があります。人間は生きて

いくのではなく、生かされています。その中で様々な人に

感謝「報恩」することが大切です。その感謝の方法が「奉

仕」であり、職などを通じてボランティア活動等を行って

いく。そしてその結果「繁栄」になると思います。 

最後に、人間の生きる目的とは「自ら成長する事」、そ

して「人々に尽くすこと」だと私は思います。とてもシン

プルです。その二つの目的がいっぺんに実現できる、集大

成がロータリーだと思います。 

 

 

于咏様、貴重なお話しありがとうございました。今後

も米山記念奨学事業の発展を願います！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のスナップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席報告（3 月 27 日分） 

・事前ＭＵ： 遠藤会員、井村会員、黒川会員、小峯会員、村上会員、松浦会員、望月会員、西山会員、菅原会員 

       阪口会員、山口会員 

・先週のＭＵ：土方会員、吉田会員 

日 会員総数 (出席免除数) 出席総数 (免除者出席数) ＭＵ（出席免除ＭＵ数） 欠席 出席率 

本日報告（3/27） 35（3） 22（2） 事前（11） 1 97.06 % 

前回訂正（3/14） 35（3） 22（1） 1 + 2 8 75.76 % 

前々回訂正（3/7） 35（3） 22（1） 3 + 0 + 0 8 75.76 % 

（発行人：会長：小島馨、幹事：田中くに子、公共イメージ会報委員長：西山尚之／制作：東京日野ＲＡＣ：金子） 

小 島 会 長 飛火野さん今日は有難うございます。于咏様卓話楽しみに致しております。御来賓の皆様桜満開大いにお楽し

みくださいね。 

田 中 幹 事 米山親善大使于咏様卓話楽しみにしています。合同花見例会楽しい会といたしましょう。紅浅くみつるがごと

く咲き誇る花の命はあでやかなり。 

清 水 会 員 満開の花見が出来て大変よろこばしいのでおめでとうございます。 

飯 作 会 員 合同花見例会と于咏親善大使の卓話楽しみです。奥野会員ようこそ 

横 倉 会 員 桜の花見例会の幹事役として、飛火野ロータリークラブ御苦労様です。桜も満開です。合同例会も満開で楽し

みましょう。 

宮 野 会 員 本日は飛火野ロータリークラブの皆様との合同花見例会ですね。皆様よろしくお願いします。（早退すること

になると思います。申し訳ありません） 

森 原 会 員 合同花見例会楽しみにしていました。桜も満開で最高の花見例会になると思います。又、上の娘が 15 日に女

の子を出産し、最高の春となりました。 

奥野名誉会員 陽気に誘われてやってきました。ごぶさたいたしてお 

ります。 

杉田名誉会員 久しぶりの満開の桜おめでとうございます。今日はお酒 

をたくさん召し上がり明日からのエネルギーにして下さい。 

 

ニコニコ報告 親睦委員会より 

17-18年度 ニコニコ 合計 

本日のニコニコ：   48,000 円  

累計    573,322 円 

ビジターフィー：        0 円  

累計      27,000 円 


